
（別紙３）

～ 令和6年7月20日

（対象者数） 33人 （回答者数） 33人

～ 令和6年7月20日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員の支援の資の向上を目指して研修に参加している。
・子どもが意欲的に関われるような活動を通して、成功
体験を積み重ね、自己肯定感を育めるようにする。

2

・小学校低学年・中学年・高学年、13歳以降の思春期の
発達過程に合わせて、年齢にあった支援を心がけている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・利用者が地域（町内）の子ども会の行事に参加し、地域
の中に居場所を持つことができるようにする。

2

3

・毎日の活動内容や支援内容を保護者に丁寧に説明している。 ・活動内容に関して、利用者自身にどのような時にどのような
支援をし、どう対応したかを口頭で伝えている。
・言葉で利用者のその日の頑張りぶりを伝えている。

・子ども本人の状況や家庭の状況等を踏まえ、困りごとにあっ
たアドバイスをしている。

・個別面談を実施し、保護者の意向等を踏まえ、質の高い
サービスにつながるように努めている。
・自宅への送迎の際に、子どもの学校や家庭での様子を聞き
取っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・放課後児童クラブや児童館との交流、地域の他の子どもと活
動する機会がない。

子どもが通う学校とは情報連携や環境調整等に関する相談
援助はとれているが、放課後児童クラブなどとは接する
機会がもてない状況にある。

令和6年6月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年9月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 一般社団法人放課後等デイサービスOasis

○保護者評価実施期間 令和6年6月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

